
平成 27年 12月度 柏尾町内会 役員会議題
作成 総務部 齋藤

日 時 : 平成 27年 12月 20日 (日) 午後 7時～9時
場 所 : 柏尾町内会館 2階大会議室

議 題 :                        (司 会進行 : 天本副会長)
1.柏尾地区連合町内会広報部会報告 : (12/13 やぶ忠にて忘年会時に報告あり)
(1)12月度区連会報告  (12月 度区連会休会の為なし)
2.連合町内会関連議題について
(1)柏陽台団地に隣接する緑地整備のお知らせ (1/31 2∞ 人規模で実施、別紙参照)
(2)FMとつか 町内会紹介コーナーでの出演について (12:15～12:30)
①1/4(月)「柏尾の1∞年史第2期版の発刊」 綿員会長、齋藤 (隆)委員

副 後 日 (電EI言[15]咽
弔X進

鵬

婦蒙[｀

齋藤スポ進銭

:マニュアル制作 池原・綿貫会長、澁谷副会長
(3)柏尾地区第 3期ハートプランの策定について (12/16開催):民児協 齋藤会長

3.柏尾町内会関連議題について
(1)「消防器材置き場」の建設に関する地元説明会 (約 30分)
*題記案件につき、会議冒頭に消防局関係者から役員に対して説明を行つていただ<。
(2)「消防器材置き場と防災倉庫建設プロジェク ト」第 6回会合報告 :栗原リーダー
*F/t災倉庫の建設につき横浜市建築局と粗々の仕様について事前協議した。

(3)H28年度「役員推薦委員会」第 2回会合の報告 : 小山委員長
(4)柏尾町内会防災マニュアル作成プロジェクト (Kプロジェクト)報告 :内島書記
(5)「学援隊」の柏尾町内会グループの立ち上げ途中経過報告 : 会長
(6)柏尾町内会餅つき大会 (12/6)の報告及び収支報告 :第一部会
(7)柏尾町内会インディアカ大会結果報告 (11/29 柏尾小 体育館→ 町内会館)
(8)年末特別警戒及び激励会、子どもの夜回り (12/25)について :第一部会、防災部
(9)柏尾町内会 賀詞交歓会について : H28/1/10 別紙参照
(10)H28年度青少年指導員の推薦書提出 : 会長 (ヨ |き続きL●L川孝氏に依頼する)
(11)歴史シリーズ「かみかしお」復亥」版の紹介 : 齋藤 (町内会に 1部ずつ提供)
4。 その他報告事項

(1)柏尾ぶらリサロンの報告 : 小山部会長
(2)会館運営委員会からの報告 : 小宮委員長
(3)プリヂストン横浜工場 町内会役員懇親会報告 : 12/18(金)実施
(4)グランセレッソ横演戸塚自治会との懇談会報告 : 12/19(上)実施

5.配布物 (回覧/ポスター)について
* 区連会資料、ポスター、その他

2∂   ξ■

'

6.広報仕分け日 12月 20日 (央) 各評議員はヨ|き取りを (婦人部)/74^メ滑

7.次回役員会の日程について : 1月 17日 (日)19時 ～ 柏尾町内会館

8。 懇 談
以上



柏尾地区連合町内会の会員の皆さんヘ

緑地の整備のお知らせ

平成27年 12月 13日
柏尾地区連合町内会 会長 瀬田正一

県営柏陽台団地と柏尾小学校に隣接する大きな緑地を皆さんご承矢□でしょうか?
この場所は神奈川県の所有地 (柏尾町 1280番地、8,802r)で、0召和 50年代に県営柏陽
台団地が開発された際、近隣の住民の公園用地として整備されたもので、中には遊歩道も作られ

てい該す。

ところがその後、整備が行われず放置されたことで樹木が繁茂し散策も出来ない状態になって

いました。柏尾地区の自然環境が年々開発され住宅{ヒしてい<中で、この場所は貴重な自然が残
されている数少ない区域となつており、日乍年来整備について県の窓□部門と協議 。要請を行って

きました。

その結果、一部下革のメ」り込みや不法投棄物の撤去等は行われましたが、継続的な整備作業が

行われないまま現在に至っています。

そこで、行政の整備作業に期待するだけでな <、 地元の住民自身の手でこの場所の整備を行う

事を計画しました。この場所を整備することは、自然との触れ合いの場の確保だけでな<、 防災

拠点の柏尾小学校に隣接していることで震災時の避難場所としても十分活用できると考えていま

す。

つきましては以下の要領で整備活動を行いますので、多数の会員の皆さんの積極的な参加をお

願いいたします。

1。 目的 : 県営柏陽台団地に隣接する緑地の整備作業
2。 日時 : 平成 28年 1月 31日 (日) 午前 9時から 12時まで

(雨天の場合は、2月 28日 (日 )に順延の予定)
3.集合場所 : 柏尾小学校西門前
4。 参力0日標 : 2∞ 名 (10月の防災拠点訓練と同規模)
5.準備するもの :

(1)鎌、のこざり、スコップ等雑木の伐採や草刈りの出来る道具類
(2)消防団はチェーンソーを用意のこと
(3)清掃作業に適した服装と帽子、軍手、水筒、
タオル等

(4)刈り取つた枝や下革は戸塚土木事務所に
処理を依頼する予定

回覧はお早めにお願いします。

(写真は昨年の現地調査時)



2015/12/20

柏尾町内会防災倉庫 災害備蓄物資計画 (案 )

【想定避難者数】

横浜市統計ポータルサイ ト>戸塚区町別世帯と人口 (平成27年 10月 31日現在)よ り、

1.戸塚区および柏尾町の世帯数と人口
平成27年 10月 31日現在

区分 人 口 世帯数 1世帯当た り人員

戸塚区 276′432 120′ 302 2.30

柏尾町 フ′199 2′973 2.42

2.柏尾町内会の人口推計
平成27年度 10月現在 柏尾町内会の会員登録世帯数 :976世帯
上記世帯数に柏尾町の1世帯当たり人員を乗じ人口を推計すると

柏尾町内会の人口は976世帯×2.42人 /世帯 =2′ 362人≒2′400人

横浜市総務局の「横浜市地震被害想定調査報告書」 (H24年10月 )よ り、

3.避難者数の想定
「元禄型関東地震」タイプの戸塚区での避難者率は 10～ 200/0(103頁)とされており、
柏尾町内会人口の15%が避難するものと想定すると、

想定避難者数は 2′400人×15%  =  360 人

【備蓄物資計画】

避難者360人に対して 1人3日分の水・食糧、 トイレ用品等の消耗物資のほか、生活維持用品、救助用品等の本部

対策物資を備蓄する。

消耗物資 内容 数量 単位
単位価格

(税込)

金額

(円 )

単位容積

(甫 )

容積

(翻 )

備考

水缶言吉(500mL) 24本/箱 270 箱 1′ 800 486′ 000 0.0199 5.39 6フV日 /人

缶入ミニクラッカー 24缶 /1旧 45 一相 5′826 262′ 170 0.0222 1.00 1缶 /日 /人

缶入ソフトパン 24缶/箱 45 箱 10′368 466′ 560 0.0184 0.83 1缶/日 /人

マシリクライス白飯 (おかゆ) 50食/箱 22 一相 12′852 282′ 744 0,0291 0,65 1食/日 /人

マシ
゛
ツクライスラlびヒ

゜
ラフ 50食 /箱 22 箱 16′443 361′ 746 0.0291 0.65 1食/日 /人

卵スープ・みそ汁 200食/箱 17 箱 23′ 328 396′ 576 0.0226 0.39 3食/日 /人

へつリー袋 100回分 100回 //セット 54 セット 19′000 1′ 026′ 000 0.0192 1.04 5回 /日 /人

トイレットヘ
゜
」f―(150m巻き)

6□―ル×8′ t° ック

/ケース
2 ケース 4′980 9′ 960 0.0678 0,14

0.05日―ル

/日 /人

/1ヽ言十(1) 3′ 291′ 756 10,09

対策本部用物資 内容 数量 単位
価格/単

イ」z (1り:

金額

(円 )

容積/単位

(耐 )

容積

(耐 )
備考

問易組立 トイ レ フ
゜
ランタ
゛
ン組立トイレ 3 セット 4′625 13′875 0.0103 0,04

簡易 トイレ用テン ト ハ一゚ソナルテントSタイフ
゜
3 3長 19′000 57′000 0.0232 0,07

毛布 (難燃
l性
) 10本文/ケース 10 ″

ソ 60′ 000 600′ 000 0.0722 0,73

発電機 (カセット) 2 148′700 297′400 0.0515 0.11

カセットガス 3本/組 48 組 1′050 50′400 0.0062 0.30 8時間/日 *3日

かまど 既所持 0 1.0000 100

まき 30リッ阿レ/箱 31 一相 1′480 45′ 880 0.0332 1.04

土のう(簡易吸水 ) 10枚/袋 100 袋 フ′000 700′ 000 0.0150 1.50

フリレーシート(10mx10m) 2枚/梱包 10 梱包 11′ 102 111′ 020 0.0630 0.63

リヤカー(折畳式 ) 63′ 000 63′ 000 0.5939 0.60

車椅子 (災害用軽量 ) 95′ 000 95′ 000 0.2102 0.22

/Jヽ言十(2) 2′ 033′ 575 6.24

*少数 3位切上



柏尾町内会 役員会 御中 2015/12/20

柏尾町内会防災倉庫 資金計画 (案 )

【想定費用】

2015.12.20現在での概算費用 (税 8%込)は、以下のとおりです。
1.防災倉庫建築 概算費用
250万円   … 倉庫建築時に発生する

2.備蓄物資 消耗物資
倉庫建築後、数年をかけて順次購入を想定

330万円   …  内訳 水・食料 :225万 円 生活物資 :105万 円
※水・食料については、期限切れ分を毎年購入する必要があ

3.備蓄物資 対策物資
200万 円   … 倉庫建築後、数年をかけて順次購入を想定
780万 円

【費用計画】

。建築費用は、銀行などからの借入、 6年での返済(返済利息 20万 )
。消耗物資は、水 。食料を 5分の 1ずつ (その後も継続)、 生活物資をフ分の 1ずつ順次購入

。対策物資は、 7分の 1ずつ順次購入

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 言十
45 45 45 45 45 45

60 60 60 60 60 60 60 45 45

20 30 30 30 30 30 30

135 135  135  135   90   45   45 890
※水・食料は 6年目から維持購入   ※ 1～ 7年の計

【資金案】

案① :町内会館建設時と同様に、寄付を募る案

収入 :1万/会員 X 1000世 帯 =約 1000万
支出 :870万 (利息 20減)+水・食料の維持購入 (約 3年分)135万 =約 1005万

→およそ 10年間は維持できる計算
課題 :11年目以降の水・食料の維持購入費用 (年 45万 )の問題が残る。

案② :町内会費を値上げする案
会員 1世帯当たり、 100円 /月 (300円→ 400円 )の値上げ
収入 :100円 /月 X12か 月X1000世 帯 =120万 /年  (増額分 )
課題 :1～ 6年目での資金不足が発生する。
→水・食料以外の消耗物資と対策物資の購入期間を 7年から 10年にする。

建築45万 +'肖未毛55万[45+10]+対 身竜20アラ=120万ち/年

→現町内会予算の見直し、捻出する。

将来の消費税の値上げ、町内会館修繕費、会館内設備・備品の維持費など

今後増える見込みで、実質的に難しいと思われる。

1,建築費
2. )肖末毛物資

3.対策物資
年計

０

０

０

７

２

０

２

４

２

以上



柏尾町内会 会員の皆様ヘ

柏尾小学校「学援隊」柏尾町グループの立

平成 27年 12月 20日   ｀ ギ
柏尾町内会 会長 齋藤純=it:|

``:｀ :__

拝啓                                      ′~_」′

平成 27年度も残すところ 10日余りとなりましたが、会員の皆様にはご健勝のこととお喜び
申し上げます。

さて、私たちの住む柏尾町に存する唯―の小学校である横浜市立柏尾小学校は、昭和 44年に
開校されてから地域と一体となって発展してきました。そしてここに通う子ども達の登下校時の

安全の「見守り部隊」として柏尾小学校学援隊は平成 18年に設立され現在に至っています。
この学援隊は地域の有志の方々のボランティアによって続けられてき表したが、中核となつて

活動してきたのは「上柏尾クラフ」(上柏尾町老人会)、「柏富士クラブ」(柏尾富士見台老人会)、

「柏陽台クラブ」(柏陽台老人会)の三つの組織であります。
しかし長年の活動の結果、新たな有志の方の参加もありますが、全体としては老齢化が目立っ

てきています。

讀た、この地域で一番大きな町内会である私達柏尾町内会としての組織的参加がない事も非常

に残念であります。個々には登下校時の見守りや防犯パトロールなど多<の有志の方長の参加が
ありますが、組織的な対応が出来ていない事で小学校との連携も今一つ不十分となっています。

そこで、平成 28年度を迎えるに当たり、「柏尾町学援隊グループ」を立ち上げたいと思います。
学援隊への参加形態は、交差点での交通指導や、登下校時に各辻に立っていただ<こと、歩ける
方は子ども達と一緒に歩<ことなど、皆さんの可能な形で考えていきたいと思います。
つきましては、下記のように「柏尾町学援隊グループ設立準備会」を開催いたしますので、多

数の会員の皆様のご出席をお願いいたします。

敬具

1.名称 : 「柏尾町学援隊グループ」設立準備会
2。 日時 : 平成 28年 1月 17日 (日)午 前 10時から
3.場所 : 柏尾町内会館 2階会議室
4.内容 :                ′

(1)学援隊立ち上げの意義について
(2)参加形態について
(3)組織の運営について (ユニフォーム、等々)
*事前に柏尾小学校関係者と参加形態などについて相談する予定です。
(4)参加希望者は事前に町内会役員にご連絡<ださい。
連絡先 : 齋藤純― 柏尾町1220  電話 : 826-2022

メール :jun_saitoh1 947@kuh.biglobe.ne.jp

ち上

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

以上



平成 27年 12月 20日

各位

平成 28年 柏尾町内会 賀詞交歓会のご案内

柏尾町内会会長 斎藤純一

拝 啓
年の瀬を迎え町内会員の皆様には益反ご健勝のこととお慶び申し上げます。

また日頃より柏尾町内会活動へ多<のご支援・ご協力を賜り厚<御礼申し上げます。

さて新しい年を迎え各種事業をスタートさせるに当たり、恒例の柏尾町内会「賀詞交歓会」を

下記にて開催致します。

平成 28年度も消防車庫及び防災倉庫の建設促進、地域防災対策の強イヒ等々多くの課題を抱え

ています。また本年度は役員改選の年にもあたり、組織の活性化や次世代に向けた運営の見直し

なども進めてい<麟軍もあります。

年初のお忙しい時期とは存じますが、こうした話題を中心に楽し<語り合いたいと思います。

多数の皆様のご参加をお待ちしております。

敬 具
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 一 ―

 記

１

　

　

２

3.

4。

日 時 : 平成 28年 1月 10日 (日 ) 12時 より 14時まで
卍威正寺

会 場 : 柏尾町内会館 2階 大会議室

参加費 : 無 料  (参加対象は柏尾町内会員と致します)     柏尾
第5公園

当日は軽食とアルコール類を用意しますので、車での参加はご遠慮願います。

記念撮影 : 参加者全員での記念撮影を行います。ご77K矢□置き下さい。

.摺撃 ンヾ

40尾町内会館・

2004年 年賀 2016年 年賀

以  上

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

* 回覧は速やかにお回し下さい。



役員各位様 平成 27年 11月 22日

柏尾町内会会長

斎藤純一

戸塚消防団第三分団第二班

班長  山岸 伊佐雄

年末年始消防特別警備の激励に

ついて出動のお願い

年の瀬も押し迫り日増しに寒さが厳しくなって参りました。役員の皆様におかれましては、

ご健勝のことと存じます。

日頃は町内会の運営に際しましては、ご協力いただきまして誠にありがとうございます。

心から感謝を申し上げます。

今年も町内全域が無災害でありますことを祈願いたしまして、昨年同様 戸塚消防団分
団長激励巡視が、柏尾上柏尾 (1班、 2班)地区、舞岡 (3班、4班、 5 JIE)地 区を回り

ます。

役員の皆様におかれましては、年末のご多忙のことと存じますが、消防団の激励をかね

て、出動 (参加)をお願い申し上げます。

日時 平1月た27有■12月 28日 (月 )

午後 7時 45分  集合  (時間厳守)

集合場所 柏尾町内会館

12月 の班長会議で戸塚消防団分団長激励巡視の内容が上記のように決まりました。

巡視は 1班、 2班、 3班、 4班、 5 1JIの順番で回ります。 2班への到着時間は 8時 20

分頃と想定されます。役員各位様には上記時間にお集まり戴きたくお願い申し上げます。

記

一

以 上



役員、子供会、団員、家防員各位 柏尾町内会会長  斉藤純一

柏尾町防災部長 斉藤孝次
子供会会長    太田慶子
戸塚消防団   山岸伊佐雄

お知 らせ とお願い

晩秋の候、役員の皆様におかれましては、ご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃は、町内会の運営に際しましてはご協力を戴きまして誠にありがとうございます。

今年も年末年始の町内全域の無災害を願い子供会、父兄、各役員、消防団員の皆様と一緒

に拍子木を打ち声を出して火の用心を呼びかけます。大勢の子供達が楽しみにしています。

ご多忙のことと存じますが皆様のご協力をお願い申し上げます。

1, 日時     平成 27年 12月 25日 (金)  各集合場所に午後 7時(時間厳→
2,出発時間   午後 7時 05分 (小雨中止)
3,柏尾町内会館到着予定時間  午後 8時 10分頃
4,巡回コースは下記の 3コ ースにて実施します。

5,子供達と一緒にまわっていただける役員の方は最寄りの集合場所にお集まり下さい。

Aコ ース

集合場所 柏尾バス停前 (戸塚駅行き)

Bコース

集合場所 柏尾市場丸山時計店前

Cコ ース

集合場所 柏尾小学校正門前

◎なお、雨天中止の判断は消防団員 と役員 (三役)が夕方 5時に決定 し広報車等で知 らせる。

また子供会連絡網へも必ず連絡を取る。

―

― ― ― ― ― ―

以 上



役員、子供会、団員、家防員各位 柏尾町内会会長  齋藤純一
柏尾町防災部部長 斎藤孝次
子供会会長    大田 慶子
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年の瀬の候、役員の皆様におかれましては、ご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃は、町内会の運営に際しましてご協力を戴きまして誠にありがとうございます。

今年も年末年始の町内会全域の無災害を願い子供会、父兄、各役員、消防団員の皆さんと一緒に拍子木

を打ち声を出して火の用心を呼びかけます。大勢の子供達が楽しみにしています。ご多忙のことと存じ

ますが皆様のご協力をお願い申し上げます。

①  日時   平成 27年 12月 25日  各集合場所に午後 7時    (時 間厳守)
② 出発時間 午後7時 5分 (小雨中■L)
③  柏尾町内会館到着予定時間  午後 8時 10分頃
④  各集合場所
Aコース

集合場所 柏尾バス停前  (戸塚駅行き)

参加人員 子供会   名 父兄   名      役員   名

町内関係 役員および評議員方々

消防団員 青木鮮 ,大 ,幸輝)、 茂木、岩野、三浦、

Bコ ース

集合場所 柏尾市場丸山時計店前

参カロ人員 子供会   名 父兄   名      役員   名

町内関係 役員および評議員方々

消防団員 栗原、中村 (浩,幸 )、 江橋、内島、

Cコース

集合場所 柏尾小正門前

参加人員 子供会   名       父兄   名      役員   名

町内関係 役員および評議員方々

消防団員 山岸、明石、斎藤、荒木、大竹、網谷、渥美、山岸 (勇 )、 田中



戸塚消防団第二分団第 2班器具置場整備工事

工事説明会資料

日時 平成 27年 12月 20日  (日 )19:00～

工事発注

工事担 当

工事施工者

横浜市消防局消防団課

横浜市戸塚消防署

横浜市建築局施設整備課

藤建設工業株式会社



1 工事概要
(1)工事名称  戸塚消防団第二分団第 2班器具置場整備工事
(2)工事場所  横浜市戸塚区柏尾町 432番地 1(一部柏尾戸塚線内)
(3)工  期  平成 28年 1月 4日 ～平成 28年 3月 31日
(4)工事内容  ・構造・規模 鉄骨造 地上 1階建て

。建 築 面積 35.93ピ

・延 べ 面積 35。 93ピ

2 横浜市担当
(1)工事発注課   横浜市消防局消防団課

浩蒙員、 黒田        TEL 045‐ 334‐ 6515

横浜市戸塚消防署

韮 山、 局橋         TEL 045‐ 881‐ 0119

(2)工事担当課   横浜市建築局施設整備課
成田、渡邊      TEL 045‐ 671‐ 2963

3 設計・監理
株式会社じつ建築設計事務所

4 工事施工者
百・4×

藤建設工業株式会社 現場代理人 前田  響到多 045‐ 341-3931

:*工事についての問い合わせは、藤建設工業株式会社 前田 へお願いします。 :
:                           TEL 045‐ 341‐3930(9～/η :

5 施工について
(1)現場管理
・現場には現場代理人が常駐します。

また、工事の必要に応じて交通誘導員を配置し、交通災害・労働災害に万全を期します。

(2)作業時間
。原則 8:00～ 18:00と させて頂きますが作業準備、残務整理等で若干前後する場合があります。

(3)作業工程
・別紙実施工程表を参照願います。

(4)休工日
・原則日曜日、祭 日としますが、騒音や振動が出ない作業に限り、工事を行 う場合があります。

(5)交通安全対策 (車両搬入経路)・ 災害防止
。別紙仮設計画図を参照願います。

(6)工事車両
。資材等搬出入に伴 う工事車両の入退場時、道路を使用して工事を行 う際は、必要に応 じて交通誘導員

を配置し、安全を最優先に交通整理します。
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工   程

工事名称
戸塚消防団第二分団第 2班器具置場
ほか 1棟整備工事 (その 2)【柏尾町】

契約

工期

自

　

至

平成 27 年 12 月

平成 28 年 3 月

工種

平成 27年
12月

10 20 31

検査関係

機械設備工事
給排水配管埋設

電気設備工事
電気配管埋設

外構工事 ■

■

内装仕上工事

外装仕上工事

躯体工事

基礎工事
べた基礎築造

仮設工事
仮囲い・地縄張り

‐

備考



歩道切下

三丸長者町ビル 4F

藤建設工業株式会社

検査・引渡し

器具取付・各種試験

器具取付・各種試験

外構・土木工事

建具取付・屋根葺き・外壁

外部足場設置

‐

外部足場解体

‐


